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研究実績 

の概要 

内視鏡診断では，それから得られた臓器造影画像を基に狭窄状況を判断し，病変の特定

や進行度の判定を行っている．しかし，狭窄などの判断は医師の主観的な評価のもとで行

われているのが現状である．この問題に対して申請者らは，コンピュータを用いた画像処

理により管径を算出し，その長短に応じて径を着色・可視化するシステムの開発を行った

．しかし，この手法では画素ごとに径を網羅的に算出するため，解析に多大な時間を要す

ることとなる．そこで本研究では，径の算出法を再構築した上で，それを専用回路FPGA

に実装することで可視化処理を高速化し，リアルタイムな内視鏡診断の実現を目指した． 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

本研究の成果を以下に示す． 

１．管径可視化手法の開発 任意の位置（画

素）における管径は，複数の角度θに対す

る探索線を導出し，探索線に沿って管壁ま

での線分長を算出し，全探索線から最短の

線分を管径とみなすにより算出するが，管

径として確定した探索線上の画素に対する

径は全て同値であるにも関わらず，画像の

左上画素から順に全画素に適用すること

が，処理時間増大の要因となっている．そこで本研究では，確定済みの管径に係る探索線

の上の画素，すなわち同じ径の値を持つ画素については探索と並行して管径を代入し，探

索済みの画素に対する径の算出処理を省略する方針を採った．さらに，全画素を網羅的に

探索するのではなく，確定済みの管径に係る探索線の中点の履歴からその移動量（速度ベ

クトル）を基に次の注目画素を導出し，管の形状に沿った効率的な径の探索を実現した（図

1）．ただし，この手法では確定した探索線の角度に依って，径が未算出の画素が生じる

他，算出済の画素に対する再探索が行われる可能性がある．前者については，画像変形に

おける内挿処理を応用して隣接する画素から径の値を補間し，後者には算出前後の径の平

均を新たな径とするなどで対応した． 

２．径算出処理のハードウェア化 本研究では，FPGAにおける回路資源が格子状に配置

されている点に着目し，各回路資源に管状組織の画素をマッピングしてFPGA上で電気的

に径の探索・算出処理を実現する方針を採った．具体的には，IC チップ上のコア間の通

信をルータによるパケット通信として実現し，探索線に係る処理をパケットルーティング

とした．ここで，管壁の位置が未知であるためこれに係るアドレスをパケットに付加でき

ないので，探索線の角度θをパケットに付加し，パケット自身がθに沿って動的にルーテ

ィングすることにより NoC に基づ

いた径探索を実現した．図2に管径

の算出結果の一例を示す．今後は，

算出所要時間の評価を行う予定で

ある． 

本研究の成果により，内視鏡診断

における客観的かつ迅速な診断が

可能となるため医療の質の大幅な

向上を期待できる．特に本研究が提  図 2：狭窄小腸の解析結果（左：元，右：結果） 

案する画期的な評価手法を世界に先駆けて発信することは，岡山県の医療先進県として

の性質を更に推進するものと考えられる． 
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図1：速度ベクトルに基づいた管径算出法 


